
第２号（平成25年度）

平成25年12月

浜田県土整備事務所

*御部ダムでは、ダムに入ってくる水の量が１２０ｍ３/ｓ以上のときを
「洪水」と定めて、管理しています。
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最大流入量
最大放流量

ダムへの流入量

ダムに貯めた水

ダムからの放流量

雨量

洪水が３回ありました。

御部ダムでは、６月から１０月にかけて、１２回の洪水警戒体制を執り、そのうちダ
ムに入ってくる水の量が洪水量(120m3/s)より多かったのは、３回ありました。

８月２３日から２５日にかけて、浜田市では昭和５８年豪雨に及ぶような豪雨となり
ましたが、御部ダム流域では、表のとおりの状況でした。計画降雨は、御部ダムで想定
している降雨で、昭和５８年豪雨相当のものとなっています。

島根県浜田県土整備事務所
御部・大長見ダム管理課

〒697-0041 浜田市片庭町254

TEL：0855-29-5678

御部ダム管理所

〒699-3217 浜田市三隅町黒沢2368-6

TEL：0855-35-1421

三隅水位局付近断面図

+9.55ｍ +8.40ｍダムなしの推定水位 ▽ 2.23ｍ

6月19日 21時20分の水位 ▽ 1.5ｍ 73㎝

はん濫危険水位 6.20ｍ

避難判断水位 5.30ｍ

はん濫注意水位 3.00ｍ

水防団待機水位 2.50ｍ

６月１９日～２１日 20 206 282 197 73
７月　６日～　７日 31 76 128 163 51
８月２３日～２５日 46 98 206 237 46
参考）計画降雨 61 373 373 1,030
＊雨量はすべて御部ダム流域平均雨量。
＊ダムによる効果は、三隅水位観測所において、（ダムがなかった場合の水位）－（実績水位）。

ダムによる効果
（ｃｍ）

日時
最大１時間
雨量（ｍｍ）

最大２４時間
雨量（ｍｍ）

総雨量（ｍｍ）
最大流入量
（ｍ３/ｓ）

■６月１９日～２１日の洪水時のダムの効果
ダムに入ってくる水の量が洪水量を超え、最大で１９７ｍ3／ｓに達しましたが、

１９５ｍ3／ｓの流量をダムに貯めることで下流における水位の上昇を緩和しました。
三隅大橋水位観測所（浜田市三隅町三隅）では、ダムがなかった場合には、実際の

水位よりもさらに７３㎝水位が高かったと考えられます。



今年は６月１９日、７月６日、８月２５日の３回、警報活動を行いました。
各警報局（所）からのサイレン吹鳴及びスピーカ放送、警報車でのスピーカ放送及び
河川巡視を御部ダムから出合橋合流点までの間で実施しました。

注意！！

警報活動を３回行いました。

今年の春先は降水量が平年に比べて
少なく渇水を心配していましたが、６
月から８月にかけて平年を上回る降水
量となりました。

御部ダムについて、ご質問等ござい
ましたらお気軽にご連絡ください。

桜の小路

終わりに

県道(179)

黒沢安城浜田線

御部ダム

管理所

ダム警報局
（ｻｲﾚﾝ･ｽﾋﾟｰｶ）

大平警報局
（ｻｲﾚﾝ･ｽﾋﾟｰｶ）

川平警報所
（ｽﾋﾟｰｶ）

折戸橋警報局
（ｻｲﾚﾝ･ｽﾋﾟｰｶ）

三隅発電所

堂ノ原警報所
（ｽﾋﾟｰｶ）

上古和警報所
（ｽﾋﾟｰｶ）

新橋警報所
（ｽﾋﾟｰｶ）

下古和警報局
（ｻｲﾚﾝ･ｽﾋﾟｰｶ）

出合橋警報局
（ｻｲﾚﾝ･ｽﾋﾟｰｶ）

井 川 川

三 隅 川
瀬丸橋

新橋

新芦谷橋

上古和大橋

上古和橋

出合橋
県道(48)

三隅美都線

矢 原 川

至 三隅

御部発電所

上古和公民館

コワ温泉

黒沢郵便局

黒沢公民館

御部ダム 警報区間

ダム湖で流木をせき止めます。

御部ダム管理所より湖面（上流）を臨む。 市道大井手三隅線より板井川を臨む。
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弥栄地点の降水量(mm) 出典：気象庁
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ダムに流れ込んでくる流木が洪水調節の支障とならないようにダム湖で流木をせ
き止めているので、ダムやそれより下流には、流木が流れていきません。

下流の橋等にひっかかることがなく、洪水の被害を軽減することができます。


